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CChhaapptteerr  IIII．．調調査査結結果果  
 
１．消費者問題に対する関心度 

(1)消費者問題全般に対する関心度 

消費者問題全般に対する県民の関心の有無をみると、全体では「関心がある」が33.0％、「どちらかとい

えば関心がある」が30.5％と、関心度（「関心がある」割合＋「どちらかといえば関心がある」割合）は63.5％

となっている。 

一方、「あまり関心がない」は5.9％、「関心がない」は2.0％と、無関心度（「あまり関心がない」割合＋

「関心がない」割合）は10％弱となっている。 

性別では男女とも同様の傾向がみられ、年代別では、30代以下の関心度が低く、特に10代の関心度が低

くなっている。40代以上では「関心がある」割合だけをみると、年齢の上昇に伴いその割合は高くなり、60

代以上では40％強となっている。 

 
図表９ 性別、年代別にみた消費者問題全般に対する関心度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



消消費費者者行行政政にに関関すするる県県民民意意識識調調査査  報報告告書書  

  

－10－ 

27.6

35.6

31.3

38.6

29.3

29.5

28.9

27.1

23.5

36.5

40.6

36.7

31.0

29.2

33.3

29.5

32.8

32.2

35.1

34.6

38.2

30.7

24.7

22.4

14.7

10.8

12.1

11.1

11.4

12.6

8.9

9.6

7.7

5.6

36.0

33.8

33.3

33.0

30.7

30.5

29.2

30.2

2.3

8.0

8.9

10.6

6.1

12.3

10.8

8.8

2.0

5.2

4.0

7.0

10.3

5.9

11.8

4.6

6.5

5.9

4.7

6.1

9.3

6.8

2.9

1.7

4.1

3.3

1.6

1.9

0.8

0.9

1.1

2.7

3.4

6.8

1.2

1.9

0.9

2.0

28.6

14.8

17.7

14.7

18.2

19.2

17.5

19.5

13.3

17.2

15.9

17.5

17.9

18.8

15.5

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1,286)

＜地域別＞

北部
(N=116)

中部
(N=480)

那覇
(N=324)

南部
(N=246)

宮古地区
(N=44)

八重山地区
(N=58)

離島町村・再掲
(N=75)

＜職業＞

会社員
(N=261)

公務員・団体職員
(N=114)

自営業・自由業
(N=130)

パート等
(N=214)

学生
(N=34)

専業主婦・主夫
(N=192)

無職
(N=271)

その他
(N=49)
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職業別では、パート・アルバイト・非常勤・嘱託・派遣など（以下、パート等）や学生では、「関心があ

る」割合が他の職業と比べて低くなっている。 

 
 

図表１０ 地域別、職業別にみた消費者問題全般に対する関心度 
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(2)様々な消費者問題に対する関心度 

個別の消費者問題に対する関心度をみると、関心度がもっとも高い問題は『食品の安全性（食中毒事故、

偽装表示等）』で、「関心がある」（76.4％）、「どちらかといえば関心がある」（19.1％）を合わせると95.5％

となっている。 

2番目に関心度が高い問題は『資源・エネルギー』（ガソリンや灯油の価格、光熱費等）で関心度は89.9％、

3番目は『悪質商法』（強引な電話、訪問での勧誘等）で87.8％、以下『製品事故』（製品の欠陥による事故、

製品のリコール等；86.9％）、『詐欺』（架空請求・不当請求、振り込め詐欺；85.8％）、『金融』（投資・保険・

融資等の金融商品に関する問題；68.0％）となっており、もっとも関心度が低いのは『多重債務』（サラ金、

クレジット等）で57.0％となっている。 

 
 

図表１１様々な消費者問題に対する関心度 
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① 『食品の安全性』に対する関心度 

『食品の安全性』の関心度を性別でみると、男性よりも女性の方が関心度は高い。 

年代別でもいずれの年代も関心度は94％以上を占めているが、「関心がある」割合だけをみると、20代で

は60.4％と他の年代よりも低くなっている。年齢の上昇に伴い「関心がある」割合も高く、60代では80％

を超えている。 

 
図表１２ 性別、年代別にみた『食品の安全性』に対する関心度 
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地域別では、おおむねいずれの地区においても関心度は高く90％を超えている。ただし、「関心がある」

割合だけをみると、北部では69.1％と低くなっている反面、那覇では82.0％と高くなっている。 

職業別では、その他を除き関心度は90％を超えているが、「関心がある」割合だけをみると、学生は57.1％

と他の職業と比べて低く、専業主婦・主夫は84.5％と高くなっている。 

 
図表１３ 地域別、職業別にみた『食品の安全性』に対する関心度 
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② 『製品事故』に対する関心度 

『製品事故』の関心度を性別でみると、男性よりも女性の方が関心度は高い。 

年代別では、20代～60代で同程度の関心度となっているが、70歳以上では関心度は80％を下回っている。 

 
図表１４ 性別、年代別にみた『製品事故』に対する関心度 
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地域別では、おおむねいずれの地区においても関心度は80％を超えており、特に那覇や南部では関心度が

90％を超えている。 

なお、北部及び中部では他の地区と比べて関心度が低く83％程度となっている。また、北部や宮古地区に

ついては、「関心がある」割合が40％程度と他の地区に比べて低くなっている。 

職業別では、おおむねいずれの職業においても関心度は85％程度となっているものの、学生では関心度が

低く、特に「関心がある」割合は42.9％と他の職業に比べても低くなっている。 

 
図表１５ 地域別、職業別にみた『製品事故』に対する関心度 
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③ 『悪質商法』に対する関心度 

『悪質商法』の関心度を性別でみると、男性よりも女性の方が関心度は高い。 

年代別では、20代～50代までは年齢の上昇に伴い関心度も高くなる傾向にあるが、60代からは関心度が

低くなり、70代の関心度は20代とほぼ同じとなっている。 

 
 

図表１６ 性別、年代別にみた『悪質商法』に対する関心度 
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公務員・団体職員
(N=73)

自営業・自由業
(N=82)

パート等
(N=132)

学生
(N=21)

専業主婦・主夫
(N=129)

無職
(N=177)

その他
(N=29)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
地域別では、いずれの地区も同程度の関心度となっているが、離島町村だけでみると関心度が80.0％、「関

心がある」割合も52.0％と、他の地区と比べて関心度は低くなっている。 

職業別では、学生の関心度がもっとも高く95％を超えている。学生以外の職業では、その他を除いて同程

度の関心度となっている。 

 
図表１７ 地域別、職業別にみた『悪質商法』に対する関心度 

 
 
 
 



消消費費者者行行政政にに関関すするる県県民民意意識識調調査査  報報告告書書  

  

－18－ 

58.7

63.0

33.3

52.8

57.3

58.0

62.9

66.1

64.0

24.8

25.3

24.0

50.0

26.4

29.9

28.0

26.3

20.6

17.3

61.0 6.6

7.0

6.4

16.7

9.4

8.5

7.6

7.4

6.1

2.2

2.6

3.5

1.9

0.0

9.4

2.6

2.5

0.6

3.0

2.2

1.3

1.5

1.3

0.0

0.0

0.9

2.5

0.6

0.0

3.6

3.7

4.1

3.4

0.0

1.9

0.9

1.3

2.3

4.2

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=817)

＜性別＞

男性
(N=344)

女性
(N=467)

＜年齢＞

１８～１９歳
(N=6)

２０～２９歳
(N=53)

３０～３９歳
(N=117)

４０～４９歳
(N=157)

５０～５９歳
(N=175)

６０～６９歳
(N=165)

７０歳以上
(N=139)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
④ 『詐欺』に対する関心度 

『詐欺』の関心度を性別でみると、男性よりも女性の方が関心度は高い。 

年代別では、20代以下や70歳以上の関心度が他の年代に比べて低くなっているが、その他の年代は同程

度の関心度となっている。 

 
図表１８ 性別、年代別にみた詐欺』に対する関心度 
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3.1
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2.6

0.0

2.3

0.8

0.0

0.8

2.4

1.4

1.2

4.0

0.0

3.3

2.5
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0.0
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3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=817)

＜地域別＞

北部
(N=68)

中部
(N=311)

那覇
(N=206)

南部
(N=159)

宮古地区
(N=30)

八重山地区
(N=36)

離島町村・再掲
(N=50)

＜職業＞

会社員
(N=161)

公務員・団体職員
(N=73)

自営業・自由業
(N=82)

パート等
(N=132)

学生
(N=21)

専業主婦・主夫
(N=129)

無職
(N=177)

その他
(N=29)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
地域別では、離島町村の関心度が78.0％、「関心がある」割合も50.0％と、他の地区と比べて関心度は低

くなっている。 

職業別では、公務員・団体職員や学生の関心度が高く90％を超えている。公務員・団体職員や学生以外の

職業では、その他を除いて同程度の関心度となっているものの、「関心がある」割合は専業主婦・主夫が68.2％

と、その他の職業に比べて高くなっている。 

 
図表１９ 地域別、職業別にみた『詐欺』に対する関心度 
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－20－ 
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16.7

39.6

35.9
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27.9
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４０～４９歳
(N=157)

５０～５９歳
(N=175)

６０～６９歳
(N=165)

７０歳以上
(N=139)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
⑤ 『金融』に対する関心度 

『金融』の関心度を性別でみると、女性よりも男性の方が「関心がある」割合が高い。 

年代別では、40代～50代で関心度が70％強と他の年代に比べて高くなっている。 

 
図表２０ 性別、年代別にみた『金融』に対する関心度 
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－21－ 
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37.1
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35.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=817)

＜地域別＞

北部
(N=68)

中部
(N=311)

那覇
(N=206)

南部
(N=159)

宮古地区
(N=30)

八重山地区
(N=36)

離島町村・再掲
(N=50)

＜職業＞

会社員
(N=161)

公務員・団体職員
(N=73)

自営業・自由業
(N=82)

パート等
(N=132)

学生
(N=21)

専業主婦・主夫
(N=129)

無職
(N=177)

その他
(N=29)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
地域別では、いずれの地区も関心度が65～70％程度となっているが、宮古地区は76.7％と高くなってい

る。 

職業別では、公務員・団体職員の関心度が高く75％を超えている。公務員・団体職員以外の職業では、同

程度の関心度となっているものの、「関心がある」割合は会社員やパート等で他の職業を上回っている。 

 
図表２１ 地域別、職業別にみた『金融』に対する関心度 
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－22－ 
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26.3

16.7
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(N=817)

＜性別＞

男性
(N=344)

女性
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４０～４９歳
(N=157)

５０～５９歳
(N=175)

６０～６９歳
(N=165)

７０歳以上
(N=139)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
⑥ 『多重債務』に対する関心度 

『多重債務』の関心度を性別でみると、女性よりも男性の方が「関心がある」割合が高い。 

年代別では、50代で関心度が66.9％と他の年代に比べて高くなっている。 

 
図表２２ 性別、年代別にみた『多重債務』に対する関心度 
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(N=177)

その他
(N=29)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
地域別では、南部、離島町村の関心度が高く60％を超えているが、八重山地区の関心度は52.7％と他の

地区と比べて低くなっている。 

職業別では、公務員・団体職員の関心度が高く70％を占めている。公務員・団体職員以外の職業では、学

生の関心度が61.9％と高くなっている。 

専業主婦・主夫や無職では関心度が低く50％程度となっている。 

 
図表２３ 地域別、職業別にみた『多重債務』に対する関心度 
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６０～６９歳
(N=165)

７０歳以上
(N=139)

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
⑦ 『資源・エネルギー』に対する関心度 

『資源・エネルギー』の関心度を年代別でみると、いずれの年代においても関心度が高く約90％を占めて

いるものの、70歳以上では80％程度となっている。 

 
図表２４ 性別、年代別にみた資源・エネルギーに対する関心度 
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関心がある どちらかといえば関心がある

どちらともいえない あまり関心がない

関心がない 無回答

 
地域別では、いずれの地区においても関心度が約90％と高くなっており、特に宮古地区や離島町村では「関

心がある」割合が70％を超えている。 

職業別では、おおむねいずれの職業でも関心度が約90％と高くなっており、特に専業主婦・主夫では「関

心がある」割合が70％を超えている。 

 
図表２５ 地域別、職業別にみた資源・エネルギーに対する関心度 

 
 


